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１ 

鬼き

無な

し

・
鶴
市

つ

る

い

ち

の
地
名 

現
在
の
高
松
市
鬼
無
地
区
、
香
西
地
区
、
下
笠
居
地
区
は
、
古
代
、

笠か
さ

居い

郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
笠か

さ

居
山

お
り
や
ま

（
後
、
笠か

さ

居い

山
と
呼
ば
れ
る
。

現
在
の
勝
賀
山
の
古
名
）
の
山
麓
を
こ
れ
ら
の
地
区
が
取
り
巻
く
よ
う

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
、
郷
の
名
称
の
由
来
と
い
わ
れ
ま
す
。
郷
内

に
は
長
い
間
、
笠
居
村
一
村
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
○
）
か
ら
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
ま
で
の
間
は
、
上
笠
居

村
、
中
笠
居
村
、
下
笠
居
村
の
三
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
上
笠
居

村
、
中
笠
居
村
、
下
笠
井
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
鬼
無
地
区
、
香
西

地
区
、
下
笠
居
地
区
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
ま
す
。 

上
笠
居
村
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
高
松
市
に
編
入
合

併
し
た
際
、
鬼
無
と
い
う
地
名
に
変
わ
り
ま
し
た
。
鬼
無
の
地
名
に
つ

い
て
、
「
上
笠
居
村
史
」
に
は
、
「
上
笠
居
村
の
字
名
鬼
無
は
『
毛
無
』

で
あ
り
、
毛
は
木
の
意
味
で
あ
る
か
ら
木
無
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
、
鬼
無
は
後
世
の
当
て
字
で
仮
借
で
あ
ろ
う
。
城
生
の
意
味
で
あ

れ
ば
城
砦
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

本津川に架かる永代橋から 
 勝賀山を望む 

永代橋から見た石清尾山 
 



 

2 

た
、
「
南
海
通
記
」
に
は
、
悪
鬼
退
治
に
よ
り
鬼
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
鬼
無
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
も
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
か
つ
て
の
飯
田
郷
に
属
し
て
い
た
鶴
市
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
一
説
に
は
、
か
つ
て
鶴
市

地
内
の
一
部
が
低
い
湿
地
帯
で
あ
っ
た
頃
、
た
く
さ
ん
の
鶴
が
飛
ん
で
き
て
鶴
が
市
を
な
す
よ
う
な

様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
清
和
天
皇
の
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
に
聖
宝
僧
正
に
よ
り
詠
ま
れ
た
歌
「
弦
打

の
山
の
端
出
ず
る
月
か
げ
は
狭
峰
の
島
の
帄
か
け
舟
哉
」
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
「
弦
打

つ
る
う
ち

」

と
い
う
地
名
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
弦
打
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
当
時
、
神
の
鳥
と
し
て
捕
獲

を
禁
止
さ
れ
て
い
た
鶴
を
打
つ
と
い
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
た
め
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）

頃
に
「
鶴
市
」
と
改
称
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

Ｊ
Ｒ
鬼
無
駅 

 

鬼
無
駅
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
二
月
、
讃
岐
鉄
道
丸
亀
～
高
松
間
開
業
と
同
時
に
開
設

さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
現
駅
舎
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
、
高
松
～
多
度
津
間
の
単
線
自
動
化
の
完
成
に
よ
り
、
列
車
の
本
数
も
増
加
し
、

十
両
・
十
一
両
編
成
の
列
車
が
発
着
し
、
駅
ホ
ー
ム
は
多
く
の
通
勤
客
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
そ



 

3 

の
後
は
、
自
動
車
の
発
達
で
、
乗
降
者
も

減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
九

月
に
高
松
～
香
西
間
、
四
十
二
年
九
月
に

香
西
～
鬼
無
間
、
四
十
五
年
三
月
に
鬼
無

～
端
岡
間
が
複
線
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
電
化 

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
三
日 

・
Ｊ
Ｒ
四
国 

昭
和
六
十
二
年
四
月 

・
瀬
戸
大
橋
開
通 

昭
和
六
十
三
年
四
月 

現
在
も
、
鬼
無
駅
で
は
、
か
つ
て
構
内
に
三
線
あ
っ
た
と
い
う
跡
や
転
轍

て
ん
て
つ

機き

の
跡
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

３ 

鬼
無
を
通
る
遍
路
道 

四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
り
で
、
八
十
番
国
分
寺
か
ら
八
十
一
番
白
峯
寺
を
経
て
八
十
二
番
根ね

香ご
ろ

寺
に

至
り
、
八
十
三
番
一
宮
寺
に
達
す
る
遍
路
道
が
鬼
無
地
区
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
根
香
寺
か
ら
赤
子

谷
、
県
立
高
松
西
高
校
を
経
て
、
県
道
と
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
を
越
え
、
Ｊ
Ｒ
鬼
無
駅
の
南
側
へ
と
出
る
コ

ー
ス
で
す
が
、
途
中
、
道
標

ど
う
ひ
ょ
う

や

丁
ち
ょ
う

石せ
き

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。 

鬼無駅ホームの基底部に残る
かつての階段跡 

駅構内に残るかつての線路跡地 
（写真左側） 



 

4 

Ｊ
Ｒ
鬼
無
駅
か
ら
南
へ
二
百
メ
ー
ト
ル
程
行
っ

た
と
こ
ろ
が
、
根
香
寺
～
一
宮
寺
へ
の
遍
路
道
と

「
御
厩

み

ま

や

道み
ち

」
が
交
差
す
る
地
点
で
、
付
近
は
安
徳

あ
ん
と
く

と

呼
ば
れ
、
交
差
点
そ
ば
に
「
右
い
ち
の
み
や
み
ち
」

の
道
標
と
「
八
幡
宮
」
の
燈
籠
が
あ
り
ま
す
。
こ

の

道

標

・

燈

籠

と

道

を

挟

ん

だ

向

か

い

側

に

「
大
古
家

お

お

ふ

る

や

」
が
あ
り
、
橋
本
仙
太
郎
氏
が
昭
和
五

年
（
一
九
三
○
）
に
発
表
し
た
桃
太
郎
伝
説
で
、

老
夫
婦
が
居
住
し
て
い
た
跡
と
さ
れ
、
ま
た
、
源
平

の
屋
島
の
戦
い
当
時
（
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
）
安

徳
帝
の
行
幸
が
あ
っ
た
所
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
古
家

お

お

ふ

る

や

の
屋
敷
内
に
は
安
徳
帝
が
使
用
し
た
と
伝
わ

る
「
安
徳
の
井
戸
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
道
標
・
燈

籠
の
南
側
に
は
「
安
徳
墓
地
」
が
あ
り
、
墓
地
の
脇

に
「
一
宮
へ
六
十
七
丁
」
と
書
か
れ
た
道
標
が
立
っ

て
い
て
、
根
香
寺
～
一
宮
寺
の
行
程
の
ち
ょ
う
ど
中

「右いちのみやみち」道標（右下）
と「八幡宮」燈籠（左） 

安徳墓地にある「一宮へ六十七
丁」の道標 
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間
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
墓
地
に
は
、
鬼
無
の
盆
栽
振

興
の
た
め
尽
力
し
た
「
鬼
無
半
山
」
の
墓
も
あ
り
ま
す
。 

遍
路
道
を
さ
ら
に
進
む
と
、
永
代

え
い
た
い

橋ば
し

に
出
ま
す
。
こ
の
橋
は
接
待

せ
っ
た
い

橋ば
し

と
も
い
わ
れ
、
か
つ
て
は
近
く
の
住
民
が
豆
腐
汁
で
お
遍
路
さ
ん
の
接

待
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
昔
、
永
代
橋
が
架
か
っ
て
い
な
か
っ
た
頃

は
、
川
の
中
を
渡
っ
て
飯
田
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
永
代
橋
を
渡
っ
た

と
こ
ろ
に
は
、 

流
水

る

す

い

灌
頂

か
ん
ぢ
ょ
う

の
「
卒
塔
婆
」
と
、
「
顎あ

ご

無な
し

地
蔵
」
を
お
祀

り
し
た
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
遍
路
道
は
、
こ
こ
を
東
に
進
み
、
道
祖
神

（
サ
イ
ノ
カ
ミ
）
か
ら
代
官

だ
い
か
ん

道み
ち

を
通
っ
て
四
ツ
又
地
蔵
へ
、
さ
ら
に
一

宮
寺
へ
と
通
じ
て
い
ま
す
。 

 

安徳(写真奥)側から永代橋(写
真手前)側へと通じる「遍路道」 

顎 無 地 蔵 

卒 塔 婆 
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※ 

御
厩

み

ま

や

道み

ち 

 

円
座
を
起
点
に
檀
紙
、
御
厩
、
鬼
無
を
通
っ
て
香
西
港
へ
と
続
く
脇
往
還
で
す
。
脇
往
還
と
は
、

江
戸
時
代
の
五
街
道
以
外
の
主
要
な
街
道
の
こ
と
で
、
「
脇
街
道
」
や
「
脇
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
御
厩
道
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
県
道
円
座
香
西
線
に
あ
た
り
、
鬼
無
で
は
、
丸
亀
街
道
の
西
ル
ー

ト
（
旧
道

き
ゅ
う
み
ち

）
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。
御
厩
道
が
本
津
川
を
渡
る
地
点
に
あ
る
「
落
合
橋
」
で
は
、
橋

の
北
が
鬼
無
、
橋
の
南
が
御
厩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

御
厩
道
は
、
御
厩
焼
が
こ
こ
を
通
っ
て
香
西
港
に
（
鉄
道
開
通
後
は
鬼
無
駅
に
）
荷
馬
車
等
で
運

ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
焼
き
物
街
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
道

沿
い
に
製
陶
所
が
軒
を
並
べ
、
生
活
雑
器
を
満
載
し
た
馬
車
や
大
八
車
の
往
来
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

※ 

丸
亀
街
道 

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
生
駒

い

こ

ま

親ち
か

正ま
さ

は
、
高
松
に
築
城
し
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
丸
亀
に

支
城
を
設
け
、
高
松
の
常
盤

と

き

わ

橋
を
起
点
に
五
街
道
（
高
松
藩
五
街
道
）
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
丸
亀
街
道
で
、
兵
庫
町
・
郷
東
を
通
り
、
中
津
の
道
標
を
左
手
に
一
里
塚
・
一
本
松
・
三
軒
家
を

通
り
抜
け
、
鬼
無
・
丸
亀
に
通
じ
て
い
ま
す
。 

慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
幕
府
の
命
に
よ
り
一
里
塚
が
領
内
に
つ
く
ら
れ
た
際
、
丸
亀
街
道
も
整

備
さ
れ
、
天
保
期
（
一
八
三
○
～
四
四
）
頃
に
は
、
起
点
の
常
盤
橋
か
ら
綾
北
條
の
衣こ

掛か
け

ま
で
の
間
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は
、
兵
庫
町
・
西
通
町
か
ら
香
東
川
の
口
銭
場
ま
で
を
通
る
西
の
ル
ー
ト
と
、
丸
亀
町
・
南
新
町
か

ら
鷺
田
・
小
山
ま
で
を
通
る
南
の
ル
ー
ト
の
二
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
西
の
ル
ー
ト
は
、
鬼
無
か
ら
衣こ

掛か
け

池
ま
で
笠
居
郷
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
道
は
、
鬼
無
で
は
一
般
的
に
「
旧
道

き
ゅ
う
み
ち

」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
（
「
新
道

し
ん
み
ち

」
…
南
バ
イ
パ
ス
開
通
前
の
国
道
十
一
号
線
・
現
県
道
、 

「
旧
道
」
…
新
道
開
通

前
の
国
道
十
一
号
線
・
旧
丸
亀
街
道
） 

 

４ 

岩
田
神
社 

祭
神 

応
神
天
皇
（
★
）
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后 

創
祀 

岩
田
神
社
の
創
祀
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
治
承
二
年

（
一
一
七
八
）
八
月
に
、 

寒
川
郡
の
宝
蔵
院
（
現
長
尾
寺
）
の

朝
算
法
師
に
よ
り
こ
の
地
に
祀
ら
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）
に
敗
れ
た
崇
徳
上
皇
が
讃
岐
に

配
流
さ
れ
た
際
、
侍
医
と
し
て
上
皇
に
随
行
し
讃
岐
に
や
っ
て
来

た
唐
渡
左
門
雅
基
の
子
信
宗
が
、
上
皇
崩
御
の
後
、
飯
田
郷
に
移

住
し
、
当
社
を
勧
請
し
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
も
と
飯
田
八

幡
と
も
呼
ば
れ
、
飯
田
郷
の
産
土

う
ぶ
す
な

神
の
か
み

（
氏
神
）
で
あ
り
、
明
治
の

頃
に
は
郷
社
の
社
格
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

岩 田 神 社 
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日
本
で
は
、
平
安
時
代
に
、
日
本
の
従
来
の
神
は
、
仏
教
の
本
地
（
根

本
）
で
あ
る
仏
や
菩
薩
の
現
れ
で
あ
る
と
し
て
、
神
仏
を
一
つ
に
し
て
考

え
る
本
地

ほ

ん

じ

垂
迹

す
い
じ
ゃ
く

説
が
広
ま
り
、
岩
田
神
社
で
も
、
本
地
仏

ほ

ん

じ

ぶ

つ

と
し
て
阿
弥
陀

如
来
を
お
祀
り
し
、
神
と
し
て
応
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
神
巧
皇
后
を
お

祀
り
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
に
入
り
、
神
仏
分
離
令
が
出
る
と
、
神
と
仏

を
分
け
、
神
と
し
て
鏡
を
祀
り
、
阿
弥
陀
如
来
は
近
く
の
光
明
寺
に
移
さ

れ
ま
し
た
。 

一
方
、
蓮れ

ん

香こ

寺
は
、
岩
田
神
社
の
守
護
寺
（
神
宮
寺
）
で
、
本
尊
は
千

手
観
音
像
で
す
。
明
治
時
代
に
神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
る
ま
で
は
、

蓮
香
寺
の
僧
が
、
岩
田
神
社
の
祭
事
を
司
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

岩
田
神
社
の
す
ぐ
南
側
に
千
手
観
世
音
菩
薩
安
置
所
（
観
音
さ
ん
）

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

岩
田
神
社
が
あ
る
場
所
は
、
宮
の
窪
と
呼
ば
れ
低
地
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
表
土
を
除
け
ば
、
地
下
六
～
七
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
土
質
が

砂
と
丸
い
小
石
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
、
岩
田
神
社
の
あ
る
位
置
か

ら
本
津
川
ま
で
が
、
三
段
程
に
低
く
な
っ
て
い
て
河
岸

か

が

ん

段
丘

だ
ん
き
ゅ
う

を
な
し

岩田神社（拝殿） 岩田神社（本殿） 
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
津
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
広
い
洲
で
、
草
木
の
生
い
茂
っ
た
川
原
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ［
（
★
）

伝
記
で
は
、
応
神
天
皇
は
、
十
四
代
仲
哀
天
皇
の
皇
子
で
す
。
当
時
九
州
に
熊
襲

く

ま

そ

と
い
う
も

の
が
い
て
、
常
に
大
和
朝
廷
に
反
抗
し
て
従
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
征
伐
す
る
た
め
、
天
皇
は

筑
紫
ノ
国
に
都
を
う
つ
さ
れ
ま
し
た
。
即
位
九
年
、
天
皇
は
熊
襲
征
伐
の
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
亡
く

な
り
、
神
功
皇
后
が
こ
の
後
を
継
い
で
政
治
を
さ
れ
ま
し
た
。 

時
に
住
吉
大
明
神
の
お
告
げ
に
よ
り
、
熊
襲
の
あ
と
押
し
を
す
る
三
韓
（
後
に
百
済
、
新
羅
、
高

句
麗
と
な
る
朝
鮮
半
島
の
三
国
）
を
征
伐
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
神
功
皇
后
は
男
装
を
し
て
、
勇

ま
し
く
船
を
率
い
て
新
羅
（
朝
鮮
半
島
の
南
西
辺
り
に
あ
っ
た
国
）
に
向
か
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

新
羅
王
は
そ
の
威
容
に
恐
れ
、
戦
わ
ず
し
て
降
伏
し
ま
し
た
。
ご
帰
還
後
お
産
み
に
な
っ
た
の
が
応

神
天
皇
な
の
で
、
応
神
天
皇
を
勝
ち
戦
の
神
と
し
て
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
と
合
祀
し
て
八
幡
宮

に
お
祀
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
］ 

 

※ 

岩
田
神
社
の
フ
ジ 

通
称
「
孔く

雀
じ
ゃ
く

藤ふ
じ

」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
五
月
に
は
最
大
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
紫
色
の
花
房
を
多

数
付
け
ま
す
。 
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「
孔
雀
藤
」
は
、
樹
齢
八
百
年
を
数
え
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
名
称
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

頃
に
、
孔
雀
の
羽
の
よ
う
に
艶
や
か
な
藤
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
葉
よ
り

も
花
が
先
に
咲
き
、
そ
の
花
の
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
垂
れ
る
の
で
有
名
で
す
。
ち
ょ
う

ど
藤
の
開
花
の
時
期
に
春
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
飯
田
の
藤
市
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
、
香
川
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
、
香
川
県

の
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

※ 

岩
田
神
社
の
イ
ス
ノ
キ
（
高
松
市
の
名
木
） 

 

イ
ス
ノ
キ
（
＝
和
名
）
（
別
名 

ユ
ス
ノ
キ
、
ユ
シ
ノ
キ
、

ヒ
ョ
ン
ノ
キ
）
は
、
暖
地
に
自
生
す
る
マ
ン
サ
ク
科
の
常

緑
高
木
で
、
本
州
西
南
部
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
樹
皮
は
灰
白
色
で
、
大
木
に
な
る
と
赤
っ
ぽ
く
な

り
ま
す
。
葉
は
厚
く
楕
円
形
を
し
て
お
り
、
表
面
に
ツ
ヤ

が
あ
り
ま
す
。
岩
田
神
社
の
イ
ス
ノ
キ
は
樹
高
が
約
九
メ

ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
葉
に
よ
く
「
虫
こ
ぶ
」
が
つ
く
の
が

こ
の
木
の
特
徴
で
、
イ
ス
コ
ム
ネ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
で

は
葉
の
表
面
に
多
数
の
小
型
突
起
状
の
虫
こ
ぶ
が
で
き
、
イ
ス
オ
オ
ム
ネ
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
寄
生
で
は

岩田神社のイスノキ 
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丸
く
大
き
く
膨
ら
ん
だ
突
起
状
の
虫
こ
ぶ
（
ひ
ょ
ん
の
実
）
が
で
き
ま
す
。
ひ
ょ
ん
の
実
は
内
部
が

空
洞
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
笛
の
よ
う
に
吹
く
と
「
ひ
ょ
う
」
と
鳴
り
、
こ
れ
が
ヒ
ョ
ン
ノ
キ
と
呼

ば
れ
る
由
来
で
す
。
イ
ス
ノ
キ
は
乾
燥
さ
せ
る
と
非
常
に
堅
く
丈
夫
に
な
る
の
で
、
家
具
財
や
木
刀
・

杖
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

唐
人

と

う

じ

ん

塚 

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
て
、
文
禄
の
役
（
一
五
九
二
）
に
出

兵
し
た
讃
岐
国
領
主
、
生
駒

い

こ

ま

親ち
か

正ま
さ

・
一
正
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

何
人
も
の
捕
虜
を
連
れ
帰
っ
て
、
諸
国
に
分
散
し
て
労
役
に
服

せ
し
め
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
方
に
も
、
八
人
の
捕
虜
が
唐
戸
資
宗

す
け
む
ね

の
監
督
の
も
と

配
流
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
八
人
は
将
来
を
案
じ
た
か
、
恥

を
忍
び
き
れ
な
か
っ
た
の
か
、
自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
い

ま
す
。
土
地
の
人
々
は
、
彼
等
を
あ
わ
れ
み
、
唐
戸
家
墓
地
の

一
隅
に
墓
を
た
て
て
葬
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
来
四

百
年
唐
戸
家
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
死

亡
要
因
に
つ
い
て
は
、
は
げ
し
い
伝
染
病
の
流
行
の
た
め
と
す

唐 人 塚 
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る
説
も
あ
り
ま
す
。 

 

６ 

飯
田
城
跡 

 

飯
田
城
は
飯
田
町
定
木

じ
ょ
う
ぎ

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
遺

構
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

南
北
朝
の
動
乱
期
、
飯
田
城
の
城
主
で
あ
っ
た
飯
田
主も

ん

水ど
の

正
し
ょ
う

は
、
南

朝
方
の
細
川
清
氏
を
討
つ
た
め
鵜う

足
津

た

づ

（
現
宇
多
津
町
）
に
上
陸
し
た

細
川
頼
之
の
元
へ
馳
せ
参
じ
、
頼
之
に
従
っ
て
、
清
氏
と
の
白
峰
合
戦

や
伊
予
の
河
野
氏
討
伐
に
も
加
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
、
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
が
香
西
氏
を

攻
め
た
際
に
は
、
香
西
氏
の
先
鋒
に
加
わ
り
鬼
無
町
是
竹
の
伊
勢
神
宮

の
馬
場
に
打
っ
て
出
て
奮
戦
し
ま
し
た
。
天
正
十
三
年
の
秀
吉
の
四
国
征
伐
の
折
、
主
家
香
西
氏
を

失
い
ま
す
が
、
二
年
後
、
生
駒
親
正
が
讃
岐
の
領
主
と
な
っ
て
諸
豪
族
を
取
り
立
て
た
際
に
は
、
城

主
の
飯
田
伝
右
衛
門
も
召
し
抱
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

７ 

筑つ

づ

城き

城
じ
ょ
う

跡
・
城

じ
ょ
う

王お

（
尾
）
神
社 

 

筑つ
づ

城き

城
じ
ょ
う

は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
香
川
・
阿
野
二
郡
を
治
め
た
香
西
氏
に
仕
え
た

「飯田城跡」説明板横にある祠 
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筑
城
氏
の
居
城
と
し
て
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
讃
陽

古
城
記
」
や
「
讃
岐
國
名
勝
図
会
」
に
も
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
の
該
当
地
と
し
て
、
弦
打
小
学
校
北

側
の
集
落
の
中
に
残
る
「
上
の
門
」
、
「
下
の
門
」
な
ど
の
地
名
、
城
王
（
尾
）
神
社
の
位
置
な
ど
神

社
を
中
心
と
し
た

お
よ
そ
方
二
町
（
二

百
メ
ー
ト
ル
）
の
範

囲
が
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

弦

打

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

新
築
に
先
立
つ
発

掘
調
査
で
は
、
奈
良

時
代
以
来
の
条
里

と
呼
ば
れ
る
土
地

区
画
と
合
致
す
る

溝
や
石
組
の
井
戸

跡
と
と
も
に
十
三

筑 城 城 跡 周 辺 図 
（1999 年 10 月高松市教育委員会報告書より） 
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～
十
五
世
紀
の
輸
入
磁
器
片
や
日
常
雑
器
の
土
器
、
銅

製
十
一
面
観
音
念
持
仏
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
付
近

に
筑
城
城
が
あ
っ
た
可
能
性
が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。 

 

筑
城
氏
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
軍
記
物
語

「
南
海
通
記
」
に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
香
西
氏
に

従
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
巻
十
「
香
西
宗
心
備
州
児

嶋
陣
記
」
で
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
香
西
宗

心
に
よ
る
備
前
児
島
加
陽
城
攻
め
に
参
加
し
て
お
り
、
城
持
の
旗
下

は
た
も
と

と
し
て
「
下
飯
田

筑つ
づ

城き

清
左
衛
門

せ

い

ざ

え

も

ん

尉
」
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
十
五
「
香
西
伊
勢
馬
場
並
西
光

寺
表
合
戦
記
」
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
に
長
宗
我
部
元
親
軍
が
香
西
氏
を

攻
め
た
と
き
の
話
と
し
て
、
激
戦
区
で
あ
っ
た
伊
勢
馬
場
合
戦
（
鬼
無
町
是
竹
）
の
先

方
隊
と
し
て
「
下
飯
田
筑
城
清
左
衛
門
尉
」
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
巻
十
七
「
土
佐
兵
将
退
去
讃
州
記
」
で
は
、
豊
臣
秀
吉

の
四
国
攻
め
に
対
し
て
、
天
正
十
三
年
五
月
に
香
西
氏
が
居
城
を

藤
尾
城
（
香
西
本
町
）
か
ら
西
長
尾
城
に
移
す
軍
議
を
開
い
て
お

り
、
参
加
者
の
中
に
「
筑
城
清
左
衛
門
」
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

香
西
氏
滅
亡
後
、
筑
城
氏
の
動
向
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
天

弦打コミュニティセンター内に展示されている出土 
品（上：銅製十一面観音念持仏   下：土師器古皿など） 城王(尾)神社 

 
（背面） 
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正
十
五
年
に
豊
臣
秀
吉
家
臣
生
駒
親
正
が
入
部
し
た
と
き
、
召
し
出
さ
れ
て
二
百
石
を
賜
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
８ 

水
分

み

く

ま

り

神
社
（
王
墓
古
墳
） 

 

祭
神 
天

水

分

あ
め
の
み
く
ま
り
の

神か
み

、

国
く
に
の

水
分

み
く
ま
り
の

神か
み

（
水
を
分
け
流
す
神
様
） 

 
 

 
 

高
龗

た

か

お

神か
み

、
闇
龗

く

ら

お

神か
み

（
龍
現
様
と
い
う
雨
の
神
様
） 

 

岩
田
神
社
の
末
社
で
あ
り
、
本
津
川
下
流
域
東
岸
の
丘
陵
上
に
立
地
し
て

い
ま
す
。 

古
墳
の
南
東
約
三
百
メ
ー
ト
ル
に
相
作

あ
い
さ
こ

牛
塚
古
墳
が
所
在
し
て
お
り
、
古

墳
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
に
か
け
て
の
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

 

現
在
南
北
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
マ
ウ

ン
ド
を
持
ち
、
周
濠
状
の
堀
切
り
と
推
定
さ
れ
る
周
囲
の
水
田
も
外
縁
線
が

直
線
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
方
墳
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
円
墳
で
あ
れ
ば

直
径
約
三
十
メ
ー
ト
ル
近
い
も
の
と
な
り
、
墳
頂
部
に
は
十×

八
メ
ー
ト
ル

の
平
端
部
が
あ
り
ま
す
。 

 

香
東
川
、
本
津
川
の
度
重
な
る
氾
濫
に
苦
し
ん
だ
弦
打
地
区
に
は
、
水
分

水 分 神 社 
水分神社の遥拝所 
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神
を
祀
る
神
社
・
小
祀
が
多
く
、
そ
の
多
く
は
水
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

９ 

丸
亀
街
道
と
金
毘
羅
燈
籠 

江
戸
中
期
か
ら
、
丸
亀
街
道
を
通
っ
て
金
毘
羅
宮
へ
参
拝
す
る
客
が
特
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
街

道
は
、
信
仰
・
娯
楽
・
商
業
の
た
め
の
往
来
が
絶
え
ず
、
讃
岐
の
道
は
す
べ
て
金
毘
羅
に
通
ず
る
と

い
わ
れ
た
程
で
す
。
中
津

な

か

づ

・
大お

暮ぐ
れ

に
金
毘
羅
燈
籠
が
建
立
（
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
）
さ
れ
た
の
も
、

こ
の
頃
で
す
。 

金
毘
羅
燈
籠
は
、
か
つ
て
の
主
要
な
金
毘
羅
道
（
金
毘
羅
街
道
）
に
、
ほ
ぼ
五
百
メ
ー
ト
ル
お
き

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
旧
道
の
交
差
点
や
屈
曲
点
に
は
必
ず
建
て
ら
れ
て
い
て
、
夕
暮

れ
か
ら
は
地
区
の
当
番
に
よ
っ
て
灯
が
と
も
さ
れ
、
人
家
の
ま
ば
ら
な
田
舎
道
で
の
道
路
標
識
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。 

金
毘
羅
燈
籠
は
、
金
毘
羅
大
権
現
の
文
字
が
金
毘
羅
に

向
か
う
よ
う
に
建
て
る
の
が
通
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
も
多
い
う
え
に
、
後
に

設
置
場
所
が
移
動
し
て
い
る
燈
籠
の
場
合
は
、
約
束
を
無

視
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

燈
籠
に
刻
ま
れ
て
い
る
寄
進
者
名
に
は
「
講
中
」
「
氏
子

金毘羅燈籠（大暮・本津川沿い） 



 

17 

中
」
「
組
」
な
ど
の
表
示
が
多
く
、
中
に
は
特
定
の
寄
進
者

名
を
刻
ま
ず
「
万
人
講
」
と
刻
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

か
つ
て
鬼
無
を
通
る
街
道
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
松
並
木

が
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
末
期
ま
で
は
、
香
東
川
の
堤
防
か

ら
本
津
川
の
川
岸
に
か
け
て
の
付
近
に
、
大
人
で
ふ
た
抱

え
も
あ
る
よ
う
な
松
が
数
十
本
程
も
あ
り
、
街
道
を
行
き

か
う
人
々
に
涼
し
い
影
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
本
津
川

の
川
岸
に
は
一
面
竹
林
が
生
い
茂
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

今
も
「
竹
林

た
け
ば
や
し

」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

        

金毘羅燈籠 
（鬼無町藤井・本津川沿い） 
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【
参
考
文
献
】 

『
高
松
市
立
弦
打
公
民
館
改
築
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書 

筑
城
城
跡
』 

平
成
十
一
年
十
月 

高
松
市
教
育
委
員
会 

 

『
香
川
考
古
』
第
三
号 

 
 

平
成
六
年 

香
川
考
古
刊
行
会 

『
ふ
る
さ
と
鬼
無
』 

平
成
十
九
年
年
六
月
三
十
日 

鬼
無
地
区
連
合
自
治
会 

会
長 

波
多 

等 

『
弦
打
風
土
記
』 

 

昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日 

高
松
市
弦
打
小
学
校

P

T

A 

『
郷
土
史
事
典 

笠
居
郷
探
訪 

香
川
県
高
松
市 

鬼
無
・
香
西
・
下
笠
居
の
歴
史
／
民
俗
／
地
名
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日 

立
山 

信
浩
著 

『
香
川
県
の
地
名
』 

平
成
元
年
二
月
二
十
三
日
発
行 

平
凡
社 

『
古
城
跡
を
訪
ね
て 

高
松
市
の
文
化
財
・
第
七
編
』
秋
山 

忠
著 

昭
和
五
十
七
年
三
月 
高
松
市
歴
史
民
俗
協
会
・
高
松
市
文
化
財
保
護
協
会
発
行 

 

  





 

４月２２日（日） 鬼無町からの復路 

ＪＲ予讃線 

   （ＪＲ鬼無駅）   （ＪＲ高松駅）  

12：17 発  →   12：25 着 

12：45 発  →   12：52 着  

13：14 発  →   13：22 着  

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 太田周辺の出水と神社を巡る  

 と  き 平成２４年５月２７日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 ことでん三条駅  

 講  師 藤井 雄三（高松市教育委員会教育局次長）  

☆広報「たかまつ」５月１５日号に開催案内を掲載しますの

で，ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ，文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は，「実施」です。）  

 

★集合場所への交通案内★ ---------------------------------------  

ことでん電車【琴平線・下り】 

（瓦町駅）    （三条駅）  

  ８：５０ →  ８：５５  

  ９：０５ →  ９：１０  

  ９：２０ →  ９：２５  
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

  


